
高
校
3
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、

わ
が
子
と
の
か
か
わ
り
方

神奈川県立
藤沢清流高校
キャリア支援グループ
総括教諭
小島昭彦先生

監 修

様変わりしている

　

今
ま
で
の
15
年
間
の
子
育
て
の
間
に

も
、「
自
分
た
ち
の
時
代
と
は
ず
い
ぶ
ん

違
う
」と
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、高
校
に
入
る
と
さ
ら
に
そ

の
場
面
が
増
え
そ
う
で
す
。

　

要
因
の
ひ
と
つ
が
日
本
の
少
子
化
。

少
子
化
で
も
大
学
数
は
増
え
て
お
り
、

１
９
８
５
年
に
４
６
０
校
だ
っ
た
４
年

制
大
学
は
、２
０
１
５
年
に
は
７
７
９

校
と
１・７
倍
に
。そ
の
結
果
、大
学
へ
の

進
学
率
が
保
護
者
の
時
代
よ
り
も
30

ポ
イ
ン
ト
近
く
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
が
変
わ
っ
た
さ
ら
に
大
き

な
要
因
に
、技
術
革
新
に
よ
る
産
業
構

造
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
機
械
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
て
な
く
な
っ
た
職
種
が
あ

る
一
方
で
、新
し
い
職
業
や
業
種
が
増

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
が

昔
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
高
校
生
だ
っ
た
頃
と
は
、世
の
中
も
、学
校
で
の
学
び
方
も
、進
路
の
選
び
方
も
大
き
く
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
で
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、高
校
時
代
で
子
ど
も
た
ち
は
ぐ
ん
と
成
長
す
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
に

子
ど
も
た
ち
が
何
を
経
験
し
、保
護
者
は
ど
う
か
か
わ
る
べ
き
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

構
成
・
文
／
長
島
佳
子　

イ
ラ
ス
ト
／
サ
タ
ケ
シ
ュ
ン
ス
ケ

一般入試での進学が大半で、1984年の推薦入学
率は22.6％。国公立の入試は共通一次試験で、
5教科7科目（後半は5教科5科目）の全科目受験。
（文部省「大学入学者選抜実態調査」より）

1986年の大学進学率は23.6％で、大学進
学者は18歳人口の4人にひとり以下。現役
大学進学率は65.6％。

2015年に推薦入試で進学した生徒は34.7％、AO入試で
進学した生徒は8.8%、合計43.5％が一般入試を受ける
前に進学先を決めている。1990年に始まったセンター試
験は私立大学の入試にも利用され、科目は志望大学によ
って異なっている。
（文部科学省大学入試室「平成27年:国公私立大学入学者選抜実施状況」より）

2016年の大学進学率は52.0％。30年前の2倍以
上の比率で、半数以上が大学に進学。また、
2013年の現役大学進学率は85.1％と浪人する生徒
が減っている。
（「学校基本調査」平成28年・年次統計、平成25年・昭和61年の高校卒業
年別入学者数より計算）

半数近い子どもたちが
一般入試以外で進学

18歳人口の半数以上が
大学に進学し、現役入学も増加

保護者の
時代

保護者の
時代

今は？

今は？
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保護者の時代とは、高校生活も進路選択も

え
て
お
り
、今
後
、変
化
は
ま
す
ま
す

加
速
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、社
会
に
出
て
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
資
質
や
能
力
に
も
変

化
が
起
き
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
こ

と
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
能
力
に
加
え
、

自
分
で
課
題
を
見
つ
け
出
し
、主
体
的

に
学
び
、仲
間
と
共
に
解
決
し
て
い
く

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
、社
会
に
出
る
窓

口
で
あ
る
大
学
が
対
応
し
始
め
た
こ
と

で
、大
学
が
求
め
る
高
校
生
の
能
力
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。２
０
２
０
年
度
か

ら
セ
ン
タ
ー
試
験
に
替
わ
る
入
試
制
度

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
の
お
子

さ
ん
も
無
関
係
で
は
な
い
の
で
す
。
国

立
の
二
次
試
験
や
私
立
大
学
で
は
、す

で
に
以
前
の
よ
う
な
知
識
偏
重
の
試
験

で
は
測
れ
な
い
能
力
を
試
す
入
学
者

選
抜
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
意
思
で
進

路
選
択
し
、社
会
に
羽
ば
た
け
る
人
と

し
て
育
つ
よ
う
、保
護
者
に
は
今
ま
で
の

「
保
護
」の
立
場
か
ら
、「
自
立
支
援
者
」

に
ギ
ア
チ
ェン
ジ
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、子
ど
も

た
ち
が
通
る
３
年
間
の
道
の
り
と
、保

護
者
に
求
め
ら
れ
る
か
か
わ
り
方
を
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

実際の大学を見る機会は学園祭くらい。
冊子の進学情報誌や学校案内で大学を
調べ、入試で初めて志望校に行く生徒
が多数派。大学選びの主な手がかりは
学部名と偏差値。

進路関連の行事は三者面談や二者面
談に加えて、卒業生による進学体験講
座を行う程度。

授業の形態は一斉講義。先生の板書
をひたすらノートに写していた。紙の辞
書や参考書にマーカーを引きながら、
知識を増やす勉強が中心。

オープンキャンパスで講義を公開している大学
がほとんど。高校生たちは大学で「何を学びた
いか」を考え、実際に大学を見て選ぶ時代。三者面談はもちろん、「総合的な学習の時間」で、

外部の社会人を迎えた講演やインターンシップ
などのキャリア教育を実施する学校も多い。
教科の授業でも、コミュニケーション能力の育成
など、キャリア教育を意識した授業が増えている。

タブレットや電子機器を使った授業、グル
ープ学習などの「学び合い」の授業が増加。
覚えるだけでなく、社会で使える力を養う授
業になってきている。

オープンキャンパスに行き、
偏差値以外も重視面談や行事以外でも

進路を見据えた授業も多彩

授業形式が多様化
タブレットで授業も

保護者の
時代

保護者の
時代

保護者の
時代

今は？

今は？

今は？

次ページから
３年間の
スケジュール例を
見ていきましょう
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主
な
学
校
行
事

夏休み

保
護
者
の
目
配
り
ポ
イ
ン
ト

進
路
選
択
に
か
か
わ
る
行
事

●
入
学
式

●
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●
授
業
ス
タ
ー
ト

●
体
育
祭

●
夏夏
期
講
習

●
期
末
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
文
化
祭

●
中
間
テ
ス
ト

●
入
部
活
動
ス
タ
ー
ト

●
中
間
テ
ス
ト

●
個
人
面
談

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

●
三
者
面
談

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

●
社
会
人
講
演
会

●
仕
事
研
究

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

環
境
の
急
変
に
ま
ず
は
慣
れ
る
時
期
。

子
ど
も
の
変
化
に
戸
惑
わ
ず
見
守
る
姿
勢
で

1年生

◆通学時間の変化
交通機関を利用しての通学
により、通学時間が長くなる
ことで、睡眠不足になる生
徒も。朝食をしっかりとらせ
るなど、環境の変化による
緊張感や疲労回復をサポー
トしてあげましょう。

◆面談前後に家庭で会話を
学年によって面談の内容は異なります。子どもが
進路についてどのように考えているか、家庭で会
話するきっかけになる場です。子どもの考えが予
想と違っていても頭ごなしに否定はしないように。

◆最初の試験
テストのレベル、結果にショッ
クを受ける子どもも少なからず
います。保護者が子ども以上
に動揺せず、本人が「次はが
んばろう」と前向きな気持ちに
なれるような見守り、声かけを。

◆アルバイトをしたいと言ってきたら　
アルバイト経験は悪いことではありませんが、
高校生の本分は学業。なぜアルバイトをし
たいのか、お金がなぜ必要なのか、校則
で許可されているのかを確認しましょう。保
護者の対応のしかたが大切です。

保護者の役割は
見守りです

マークの説明

保護者は声を
かけてあげましょう

保護者に行動が
求められるケースです

　

高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
、子
ど
も

に
と
っ
て
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
時
期

で
す
。
通
学
時
間
が
長
く
な
り
、今
ま

で
よ
り
も
朝
早
く
出
か
け
て
、帰
宅
時

間
が
遅
く
な
り
、生
活
の
リ
ズ
ム
を
つ

か
む
ま
で
に
も
少
し
時
間
が
か
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、新
し
い
友
達
と
の
人
間
関
係

づ
く
り
や
、科
目
数
が
多
く
進
度
が
速

い
高
校
の
勉
強
に
慣
れ
ず
、戸
惑
い
を

感
じ
る
子
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
で
、適
応
が
早
く
見
え
る
子

ど
も
が
、新
生
活
で
浮
か
れ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
本
人
の
無

意
識
の
う
ち
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
を
律
し
て
い
く
の
も
自
立
へ
の

一
歩
で
す
が
、子
ど
も
の
生
活
時
間
の

変
化
は
家
族
の
生
活
に
も
か
か
わ
る
こ

と
な
の
で
、食
事
や
入
浴
時
間
な
ど
、

保
護
者
も
協
力
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。た
だ
し
、保
護
者

は
あ
く
ま
で「
自
立
支
援
」の
立
場
で
。

 

「
小
中
学
生
の
頃
ま
で
は
保
護
者
が

子
ど
も
の
世
話
を
焼
く
こ
と
が
多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、子
ど

も
と
い
い
意
味
で
の
距
離
感
を
保
つ
と
、

成
長
を
促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」（
小
島
先
生
）

自
立
を
促
し
つ
つ
、生
活
面
の

変
化
は
家
庭
で
も
協
力
を

4月5月6月7月8月9月10月

学校によって春または秋に行う
ケースがある。同級生や上級生
との協働作業の意義を知り、仲
間との結束を強めることも目的。

1年生対象の進路ガイダンスでは、
具体的な志望校の絞り込みのため
というより、3年間で進路を決めてい
く道筋や、大学の学部ごとの学びの
内容や職業との関連など、総論的な
ガイダンスであることが多い。

最近の入試動向、今後の進
路指導スケジュール、卒業生
の進路状況などを説明。まだ
遠い話として聞く生徒も多い
が、進路を見通して高校生活
を送る大切さが伝えられる。

生徒対象の進路ガイダ
ンスと同様の情報提供
や、今の時代の進路選
択の情報が得られるの
でぜひ参加したい。

公立高校では８割以
上がインターンシップ
を導入。学年や導入
方法は学校によって
さまざま。

今は夏休みに夏期講習を
行う学校が増えている。部
活もあるので夏休みも普段
のように通学する生徒も。
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冬休み春休み ●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
学
年
末
テ
ス
ト

●
文
理
・
科
目
選
択

●
合
格
体
験
報
告
会

◆不得意分野を知るきっかけになる　
志望校の合格率判定が目的と思われがちですが、「できない問題を
知る」ことで勉強方法に気付くきっかけになります。点数が低くても
利用する価値はあります。費用はおおむね１回5000円前後。

◆子どもの志望を知っておく
得意科目だけでなく、本人の興味や仕事との
かかわりなども考えて選択させたいものです。
私立大進学の場合、文系と理系では学費に
大きな差があるので、資金対策のためにも子
どもの志望を確認しておくことは大切です。

　

12
〜
13
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
た
よ
う

に
、昔
と
今
で
は
学
校
の
様
子
も
進
路

選
択
の
方
法
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
学

校
生
活
を
送
る
の
も
進
路
を
決
め
る

の
も
子
ど
も
自
身
で
す
が
、子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
こ
と
。
自
分
の

進
む
べ
き
道
に
迷
っ
た
と
き
に
、保
護

者
に
相
談
し
た
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
、保
護
者
が
今
の

学
校
や
進
路
選
択
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

保
護
者
会
や
保
護
者
対
象
の
進
路
説

明
会
は
、子
ど
も
と
進
路
に
関
す
る
情

報
を
少
し
で
も
共
有
す
る
よ
い
機
会
な

の
で
、積
極
的
に
参
加
し
て
、情
報
に
触

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
対
象
の
行
事
に
は

積
極
的
に
参
加
し
た
い

高校の先生に聞いた

生徒の変化あ ある る
戸惑い
あるある

急成長
あるある

卒業生
あるある

●通学途中で電車の乗り間違え。毎年
春の事件です。（大阪・府立）

●併願校でしかたなく入学した不安や不
満ゆえに、攻撃的な発言をしたり、心を
閉ざしたりしている生徒もいます。逆に
第一志望で入って有頂天になっている生
徒との温度差で生徒間のトラブルにつな
がることもあります。（愛知・私立）

●「疲れた」「やばい」「課題多い」という
発言をよく聞きます。（京都・私立）

●中学校に比べて「自由だ」「自由度が
高い」と言ったり、買ってもらったスマホを
しょっちゅう触っている。（青森・県立）

●「本当は別の高校に行きたかった」と
言っていた生徒で、大学入試でリベンジ
しようと、必死にがんばる子も割といる。
２番手校に来たからこそ、伸びる子も多
かったです。（和歌山・県立）

●友達ができないと悩んでいたのがウソ
のように、行事では率先してクラスをまと
めたりすることがある。生徒会に入るなど、
自分が今までやったことのないことに挑戦
する姿は感動する。（沖縄・県立）

●入学直後から、宿題・提出書類など
の忘れものが多かった生徒が、５月の連
休明けから誰よりも早く提出物を持ってく
るように。携帯電話を買ってもらい、スケ
ジュール管理機能を使い始めたそう。急
激な成長に驚いた。（山形・県立）

●Facebookなどに英語で文章を書いて
いる卒業生、積極的にいろいろなボラン
ティア活動に参加している卒業生、海外
に出てさまざまなことを吸収している卒業
生などを見ると、高校時代にチャレンジさ
せた多様な体験の成果が出ていると思い
ます。（東京・都立）

●卒業生が自分の研究分野や留学計画
などを誇らしく説明してくれるときや、家族
や教員への感謝の言葉が自然と会話に
出るときに、成長したと感じます。（大阪・
府立）

11月12月1月2月3月

進学校では1年生から模擬試
験（模試）を行う学校が多い。
模試は学校で一括で受けるパ
ターンと、個人で申し込んで受
けるパターンがある。

多くの学校では２年生から文系・
理系に分かれたクラス編成や授
業科目選択が始まります。

入学直後、生活の一新に
期待と不安が入り交じる

ある日教員の想像を超える
成長を見せる生徒たち

高校の経験を生かし
卒業後も成長を続ける
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主
な
学
校
行
事

夏休み

保
護
者
の
目
配
り
ポ
イ
ン
ト

進
路
選
択
に
か
か
わ
る
行
事

●
体
育
祭

●
期
末
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
夏
期
講
習

●
修
学
旅
行
の
準
備

●
文
化
祭

●
３
年
生
の
部
活
動
引
退

●
中
間
テ
ス
ト

●
修
学
旅
行

●
中
間
テ
ス
ト

●
個
人
面
談

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

●
社
会
人
講
演
会

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

●
三
者
面
談

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

●
大
学
教
員
の
出
張
講
義

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

高
校
生
活
で
最
も
充
実
感
が
あ
る
と
き
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
進
路
選
択
に
生
か
し
て
い
く

2年生

◆生活の中だるみ
夏休みも部活や講習、修学旅行や文化祭の準備など多
忙に活動。帰宅が遅くなったり、帰宅後に仮眠をとって
深夜に起き出すなど、生活リズムが崩れがちです。夜型
にならないよう仮眠の取りすぎに気をつけてあげましょう。

　

２
年
生
に
な
る
と
高
校
生
活
に
も

慣
れ
、下
級
生
が
入
っ
て
き
て
、気
持
ち

に
も
生
活
に
も
余
裕
が
出
て
き
ま
す
。

高
校
に
慣
れ
る
か
心
配
し
て
い
た
保
護

者
か
ら
す
る
と
、部
活
動
や
友
達
関
係

で
充
実
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、勉

強
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
中
だ
る
み
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、３
年
生
に
な
れ
ば
自
ず
と

受
験
や
就
職
を
意
識
し
始
め
ま
す
。

勉
強
以
外
の
こ
と
に
熱
中
で
き
る
の
も
、

こ
の
時
期
だ
け
で
す
。
ま
た
、行
事
や

部
活
動
、友
達
と
の
つ
き
あ
い
か
ら
学

ぶ
経
験
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
、保

護
者
の
方
々
の
高
校
時
代
も
同
じ
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
や

今
は
、机
上
の
勉
強
で
得
た
知
識
だ
け

で
な
く
、体
験
的
な
こ
と
か
ら
得
た
こ

と
が
、社
会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立
つ

時
代
で
す
。羽
目
を
外
し
す
ぎ
な
い
限

り
は
、保
護
者
は
見
守
る
立
場
で
。

 

「
行
事
や
部
活
な
ど
で
子
ど
も
が
忙

し
く
な
り
、口
出
し
し
た
く
な
る
こ
と

が
増
え
ま
す
が
、命
令
や
叱
咤
で
な
く
、

質
問
形
式
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
お

す
す
め
で
す
。自
分
で
考
え
行
動
す
る
、

自
立
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
」

（
小
島
先
生
）

勉
強
以
外
に
熱
中
で
き
る
こ
と
も

こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
経
験

4月5月6月7月8月9月10月

運動部は夏の大会
後に、文化部は秋の
文化祭後に3年生が
引退し、部活動は2
年生が中心の体制
になる。

何かにじっくり取り組む絶
好の機会。大学生の先
輩訪問やボランティア活
動など、学校外の活動で
視野を広げることも可能。

海外を訪れたり、単なる観
光ではなく、フィールドワー
クや現地の人々との交流
を目的とした研修的な旅行
を行う学校が増えている。
事前準備や事後報告会を
行うことも。

大学教員を招いて行われる模
擬授業。大学の学問・研究の面
白さや奥深さを体験する。進路
ガイダンスとして行う学校も。

2年生での進路ガイダンスでは、外
部の専門家による講演など、進路
先決定に向けて学びをどう深めて
いくか、学部や学科の選び方につ
いて指導されることが多い。

構内を見学したり講義を受けられたり、
大学の空気を肌で感じられる良い機会。
イベント化されている傾向もあるため、
オープンキャンパス以外の普通の日に
見学に行くと普段の様子がわかる。

高校OB・OG、地域で活躍す
る社会人などを招き、高校時
代の進路選択、仕事に就くま
でのプロセス、現在の仕事の
やりがいなどを語ってもらう。

◆推薦やＡＯ入試の希望を確認
大学受験には一般入試の他に、指定校推薦、公募
推薦、ＡＯ入試があり、これらは３年生から準備するの
では遅いケースがほとんどです。子どもがどんな入試を
考えているか、面談を機会に確認しておきましょう。

◆勉強の中だるみ
2年生になると、高校に慣れ勉強以外に夢中にな
るものが増えてきます。体育祭などの行事もその
ひとつ。つい口を出したくなっても、「勉強しろ」と
言われるほどやる気がなくなるもの。声をかけるなら
「体育祭の準備大変なの？」など、勉強以外でが
んばっている姿勢も理解してあげたいものです。

保護者の役割は
見守りです

マークの説明

保護者は声を
かけてあげましょう

保護者に行動が
求められるケースです
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冬休み春休み ●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
テ
ス
ト

●
学
習
合
宿

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
学
年
末
テ
ス
ト

●
次
年
度
の
科
目
選
択

●
合
格
体
験
報
告
会

◆入試科目と学ぶ科目のすり合わせ　
この時期はまだ志望校が明確でないことが多いです
が、最終的に志望する大学の入試科目を学んでいな
かったということがないよう、3年生での履修科目に迷
っているようであれば声をかけてみるのも手です。

　

今
は
、進
路
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」な
ど
を
通

じ
て
、外
部
の
社
会
人
と
触
れ
あ
っ
た

り
、自
分
が
学
び
た
い
分
野
に
つ
い
て
、

課
題
研
究
を
行
う
学
校
が
増
え
て
い

ま
す
。大
人
が
驚
く
ほ
ど
の
発
表
を
見

せ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
に
つ
な
が
る
学
び
を

す
る
な
か
で
、子
ど
も
た
ち
は
一
番
身

近
な
社
会
人
で
あ
る
、保
護
者
に
対
し

て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
見
方
を
し
始
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
も
大
き
な

成
長
で
す
。保
護
者
の
職
業
や
働
き
方

に
興
味
を
持
っ
た
ら
、ひ
と
り
の
社
会

人
と
し
て
ど
ん
な
話
を
子
ど
も
た
ち

に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
、今
か
ら
考
え

て
お
く
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
会
や
保
護
者
へ
の
興
味
も

は
ぐ
く
み
始
め
る
時
期

高校の先生に聞いた

こんな保護者あ ある る
三者面談
あるある

入試前後
あるある

●「学習と部活動の両立ができるか、も
しできているならどのようにしているのか」
「大学入試において、自分の子どもが推
薦してもらえるのか」「志望大学に合格で
きるかどうか」と言う保護者。（滋賀県・私立）

●生徒が学び重視で選んだ大学に対し
て、「知らない」「遠い」という理由で全否
定する保護者。（静岡・県立）

●自分の子どもの欠点を指摘するような
発言をされる場合には、学校での良い面
を全面的に伝えるようにしています。生
徒の可能性を高めるようにしたくても、家
庭で逆効果の指導をしているケースもあ
るように感じます。（東京・都立）

●三者面談で、すべてにわたって生徒
の先回りをして話を進めていく保護者が
います。（神奈川県・私立）

●「本人のしたいようにさせたい」という
言葉はよく聞く。保護者として指導したう
えで自由にさせるというのと、無関心とい
うのでは、まったく違う。後者の場合でギ
リギリになって「そんなにお金がかかると
は知らなかった」「そんな遠くに行くなんて
聞いていない」というケースもあり心配で
す。（山形・県立）

●成績が悪いことなどをただ叱るだけで、
子どもが将来についてどう思っているの
か、何を考え、何を悩んでいるのかを聞
いてくれていない。（沖縄・県立）

●保護者が進学を容認していたはずなの
に、直前になって翻してくるケース。生
徒が保護者とお金の話を避けて来ていた
ために、出願直前になってトラブルになる
ことがあります。（千葉・県立）

●お互いにナーバスになって、保護者は
腫れ物に触るように生徒に接し、家庭内
もぎくしゃくする。（神奈川・県立）

●「○○君は、△△大学へ行くらしい」
「あなたは、■■大学へ行った方がいい
と思う」「近所の大学に行っているお兄ち
ゃんがこうした方がいいって言ってた」な
ど、周りとの比較話、真偽が確認できな
い噂話をすることは、本人を焦らせるばか
りです。（東京・都立）

11月12月1月2月3月

学校での子どもの様子が見えず
不安になる保護者たち

子ども自身より、自分の気持ちを
優先させてしまう保護者たち

保護者も不安、でももっと
不安なのは本人と知ってほしい

学習習慣の確立、集中
力・持続力のトレーニン
グ、受験に向けた意識
づけなどを目的として合
宿を行う学校も。

今後、進路希望を絞り込んでいく
際に役立つよう、１年生の時以上
に具体的な情報が提供される。家
庭での話し合いも必要になるため、
保護者にも進路選択に向けて意
識を高めてもらう狙いもある。

大学受験を終えた先輩たち
の、成功体験、失敗体験な
どを聞く場。生の声を聞くこ
とで、受験のスイッチが入る
生徒も多い。

◆入試スケジュールは把握しておきたい　
現在の大学入試は、私立でもセンター試験を利用していたり、
同じ試験で複数学部を併願できる場合があるなど、非常に複
雑化しています。また、各大学の合格発表日と入学金納付
のスケジュールは保護者も確認しておきたいところです。
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主
な
学
校
行
事

夏休み

保
護
者
の
目
配
り
ポ
イ
ン
ト

進
路
選
択
に
か
か
わ
る
行
事

入
試
ス
ケ
ジ
ュー
ル

●
体
育
祭

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
文
化
祭

●
部
活
動
引
退

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
夏
期
講
習

●
三
者
面
談

●
中
間
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
中
間
テ
ス
ト

●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
指
定
校
推
薦
の
校
内
選
考

●
セ
ン
タ
ー
試
験
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
セ
ン
タ
ー
試
験
出
願

●
推
薦
入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
面
接
・
小
論
文
指
導

●
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
保
護
者
対
象
進
路
説
明
会

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の

　

予
約
採
用
申
し
込
み
開
始

●
進
路
希
望
調
査

　
（
学
部
・
学
科
選
び
）

学
校
行
事
や
部
活
動
の
達
成
感
を
原
動
力
に

高
校
生
活
の
集
大
成
に
向
け
て
全
力
投
球

3年生

◆燃え尽き・生活リズムの変化に注意
部活動や文化祭は、達成感と自信が受験
へのパワーにもつながりますが、終わった後
に燃え尽きてしまう生徒もいるので見守りが
必要。部活動の練習がなくなって生活リズ
ムを崩さないよう、家庭でもフォローを。

4月5月6月7月8月9月10月

◆推薦やＡＯ入試の希望を確認
３年生の三者面談で避けたいのは、親子の思惑の違いが
この場で初めて露呈すること。進路を決めるのは本人です
が、費用面など保護者のかかわりは必須。面談に臨む前
に子どもの希望や保護者の事情を伝え合えると安心です。

◆入試や奨学金のスケジュールを把握　
保護者向けの進路説明会では、入試や模試の年間スケジュール
の説明が主体。学校の方針を理解し、進路情報を入手するため
にもぜひ出席を。奨学金にはさまざまありますが、最も主要な日本
学生支援機構の奨学金は、予約申し込みが４月に始まります。利
用する場合、子どもの志望校の納入金や家族の年収などを把握し
ておく必要があり要注意です。志望校の学費や、学生生活にかか
る費用については早めに子どもと話し、共通理解しておきましょう。

◆最後の体育祭
行事や部活に熱中しすぎていても、学校で友達と力を合
わせる行事は発散の場。やりきった自信や達成感が受験
勉強を乗り越える力にもなるので、見守ってあげましょう。

1～2年生に比べ、模試
の回数が増える。結果
や判定に一喜一憂しが
ちだが、それはあくまで一
時のもので、学力は数カ
月でも大きく変動する。

企画・運営・競技に
おいても、後輩を引
っ張り、体育祭の中
心となる役割を担う。

夏～秋に部活動を
引退すると、学年全
体が受験モードに。

子どもの進路について
三者で確認する。事前
に家庭である程度話し
合い、質問や相談事項
をあげておくと効果的。

センター試験の出願は、現役生
（高校生）の場合は学校が取りまと
めて行います。この時に受験する
科目を決める必要があるため、志
望する大学がどの科目を指定して
いるか調べておかねばなりません。

高校生活最後の大き
な学校行事。仲間と
共に完全燃焼したとい
う満足感が、受験勉強
への集中につながる。

志望校や入試方法別
に細分化したガイダンス
を実施する高校が多い。
あるいは個別指導・相
談が中心となる。

ＡＯ入試が始まる前、春ご
ろに意思確認を行うケー
スが多い。最終決定では
ないが、適性や興味関心
に基づいてしっかり考えた
い。学部名称だけで判断
せず、何を学べるかを
Web サイトなどで調べ、オ
ープンキャンパスで感じた
ことなどから判断したい。

国公立
大学入試科目等発表

私立大学

募集要項等発表

募集要項が出始める

エントリー開始出願開始AO入試

AO入試

専門学校

63pへ

保護者の役割は
見守りです

マークの説明

保護者は声を
かけてあげましょう

保護者に行動が
求められるケースです
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冬休み春休み ●
個
人
面
談

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
期
末
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
模
試
・
外
部
テ
ス
ト

●
学
年
末
テ
ス
ト

●
卒
業
式

●
一
般
入
試

　

ガ
イ
ダ
ン
ス

◆文転を考える子どもも
理系を選択していた子どもが、途中で文系に変更する「文転」。
模試の成績でショックを受けて文転を考える子どももいますが、
転向はリスクも大。慎重に検討すべきことです。

◆センター試験の自己採点後は
センター試験の自己採点で子どもが落ち込んでいた
り、ボーダーラインで迷っていたときは、経験豊富
な担任や進路指導の先生に相談するのが一番。
保護者は慌てず、相談を促しましょう。

変
化
の
激
し
い
時
代
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら

3
年
間
の
成
長
を
楽
し
も
う

11月12月1月2月3月

入試直前まで模試があり、
出願の判断材料に。最後
まで学力は伸びるため、模
試の判定も変わってくる。

困難を乗り越えた自信と、たく
さんの思い出をたずさえ、入学
時よりひとまわりもふたまわり
も成長した姿が見られる。

一般入試受験者に対して出願に関する
ガイダンスや個別指導が行われる。周囲
に推薦・ＡＯ入試による合格者が出始め、
一般入試受験者は焦りや不安が大きく
なる時期なので、受験に向けて改めて気
持ちを引き締める意味もある。

　

高
校
生
活
の
集
大
成
で
あ
る
３
年

生
。
行
事
や
部
活
動
の
中
心
と
し
て
活

躍
す
る
と
と
も
に
、毎
月
の
よ
う
に
模

擬
試
験
が
あ
り
、否
が
応
で
も
受
験
体

勢
の
ム
ー
ド
に
。「
３
年
生
な
の
に
体
育

祭
に
夢
中
で
」と
心
配
に
な
る
保
護
者

も
い
ま
す
が
、行
事
や
部
活
動
は
勉
強

の
ス
ト
レ
ス
発
散
で
も
あ
り
、準
備
や

練
習
を
や
り
き
っ
た
達
成
感
が
、受
験

勉
強
を
乗
り
越
え
る
原
動
力
に
も
な

り
ま
す
。秋
の
文
化
祭
や
部
活
動
の
引

退
を
機
に
、受
験
モ
ー
ド
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
急
激
に
伸
び
る

子
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
行
事
の
満
足
感
が

受
験
勉
強
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　

社
会
で
の
職
業
や
業
種
が
複
雑
化

し
て
い
る
よ
う
に
、今
の
大
学
な
ど
の

学
部
・
学
科
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、志
望
校
を
絞
り
込
む
ま

で
に
は
、子
ど
も
た
ち
に
迷
い
は
つ
き
も

の
で
す
。

 

「
子
ど
も
が
進
路
で
迷
う
と
、保
護
者

も
不
安
に
な
る
も
の
で
す
。
保
護
者
向

け
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
て
情

報
を
得
て
お
く
と
、子
ど
も
と
話
す
時

に
も『
親
は
わ
か
っ
た
う
え
で
か
か
わ
っ

て
く
れ
て
い
る
』と
信
頼
に
つ
な
が
り
ま

す
」（
小
島
先
生
）

　

進
路
を
決
め
る
の
は
本
人
で
す
が
、

進
学
費
用
を
出
す
の
は
保
護
者
の
役

割
で
す
。子
ど
も
が
希
望
す
る
進
路
に

か
か
る
費
用
を
準
備
す
る
た
め
に
も
、

志
望
先
は
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
。
子

ど
も
が
家
庭
の
事
情
を
勝
手
に
思
い

込
ん
で
、志
望
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
保
護
者
は
ど
れ
く
ら
い

な
ら
準
備
し
て
あ
げ
ら
れ
る
か
、進
路

先
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、家
庭
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
校
活
動
や
受
験
を

乗
り
越
え
、自
身
で
選
ん
だ
進
路
を
歩

み
始
め
る
と
き
。
頼
も
し
く
成
長
し
た

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
日
を
楽
し

み
に
、見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

入学手続き
締切

入学手続き
締切

一般入試
二次試験

入学
手続き
締切

AO入試

推薦入試セ
ン
タ
ー
試
験

一般入試

入学手続き（随時）

入学手続き（随時） 推薦・一般入試

推薦入試（公募・指定校）

このスケジュールはモデルケースで、行事・指導の最適な時期は学校によって異なります。

迷
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
見
守
ろ
う

19 for Parent 2017


